


計画期間　平成13年3月～平成22年


基本理念　青少年の自立をはぐくみ共に育ち合う社会をめざして


計画対象　青少年（０歳～おおむね30歳未満）











２　新計画策定の背景








１　あいちの青少年育成計画２１（現計画）











１．新たな青少年育成計画の基本方針の策定


（１）愛知県青少年問題協議会


（平成21年3月23日）


【内容】専門委員会を設置し、「新たな青少年育成計画の基本方針」について調査・審議を付託することを承認


（２）同協議会専門委員会


　　 （平成21年５月～10月）


　　　専門委員会（４回）、起草委員会（４回）


【内容】「新たな青少年育成計画の基本方針」について調査・審議


（３）愛知県青少年問題協議会


（平成2１年１１月2日）


【内容】専門委員会から「新たな青少年育成計画の基本方針」案の報告を受け、県ヘの提言としてとりまとめ





２．新たな青少年育成計画の策定


（１）愛知県青少年育成推進本部幹事会等の庁


　 内連絡会議により計画案を策定


   （平成21年11月～12月）


（２）政策調整会議において計画案を報告


（平成2１年１２月2４日）


（３）計画案に対するパブリックコメント実施


（平成2２年1月２０日～2月１９日）


意見者  115人


意見数　378件


　（主な意見）


　・「計画の対象を0歳から30代の者までとするのは広すぎる」との意見がある一方、「40代も含めて、支援を行うべき」との意見もあった。


・インターネットのフィルタリングの普及や有害図書類の閲覧等の規制の対象については、「１８歳未満の者」と明確化すること。


（４）愛知県青少年育成推進本部


（平成2２年３月１５日）


あいち子ども・若者育成計画２０１０の決定


（５）計画の公表


　（平成2２年３月２９日）








●子ども・若者の健やかな成長と自立をめぐる課題


・少年非行、いじめ、不登校、高校中途退学


・ニート、ひきこもりなど若者の社会的自立の遅れ


・支援を必要とする外国人の子ども・若者


●家庭や地域の教育力低下への懸念


●情報化社会の進展


・情報の氾濫等が子どもに及ぼす影響に対する懸念








（基本理念）　 （基本的な柱）　　　　　　　　　　　　　（基本的な目標）





数値目標の設定：施策の柱ごとに設定した数値目標の達成に向けて、毎年度、進捗状況を把握・公表





① 時代の変化に対応した計画づくり


・新計画策定の背景にあげた時代の変化への対応


② 子ども・若者育成支援推進法（平成22年4月1日施行）の趣旨を勘案した計画づくり


③ 他の計画との整合を図る計画づくり


政策指針2010-2015/はぐみんプラン/あいちの教育に関するアクションプラン/あいち就業促進プラン/あいち多文化共生推進プランなど








子ども・若者の自立をはぐくみ、共に育ち合う社会をめざして（※）





4　推進体制の整備・充実（2,185千円）





３ 子ども・若者を取り巻く社会環境の健全化(501,918千円）


(1) 有害環境への対応


(2) 子ども・若者の被害防止・保護





２ 地域の教育力の向上（10，3４１,５７０千円）


(1) 学校と地域との連携　


(2) 企業と地域との連携　


(3) ＮＰＯとの協働　


(4) 地域力の強化　





１ 家庭の教育力の向上（746,005千円）











３　子ども・若者と共に育ち合う地域社会づくり


（11,5８９,４９３千円）





２ 困難を抱える子ども・若者を総合的に支援するための取組　（611,994千円）





１ 困難な状況ごとの取組（2,139,513千円）


(1) 障害のある子ども・若者の支援　


(2) 少年非行の防止　


(3) いじめ等の問題行動、不登校への対応　


(4) ひきこもりに対する支援


(5) ニート（若年無業者）・フリーターに対する支援


(6) 外国人の子ども・若者の支援 　





５　参考（策定経緯）








２ 社会の変化に対応できる力の養成　（530,457千円）


(1) 確かな学力の確立　(2) 時代の変化への対応　


(3) キャリア教育の推進





計画期間　平成22年度～平成３１年度


基本理念　子ども・若者の自立をはぐくみ共に育ち合う社会をめざして（現計画の理念継承）


計画対象　子ども・若者（０歳～おおむね30歳未満）


　　　　　なお、社会的自立に困難を抱える30歳代の者も多数存在することから、これらの者も計画の対象とする。


計画の性格　子ども・若者の健やかな成長と自立を支援するための行動指針





３ 子ども・若者の自立をはぐくむ多様な交流（9１４,9８２千円）





４－２　計画の体系








４－１　あいち子ども・若者育成計画２０１０（新計画）








１ 子ども・若者の健やかな成長と自立に向けた支援


（１,5８４,4３３千円）





３　新計画策定の考え方














２ 困難を抱える子ども・若者の支援


（2,751,507千円）





１ 豊かな心と健やかな体の育成　（138,994千円）


(1) 心の教育の充実　(2) 健やかな体の育成





「あいち子ども・若者育成計画２０１０」の策定について








※22年度事業　４６課室、２０５事業、予算総額１５,９２７,６１８千円











